
3-⑩ いつも明るい気持ちでいるには
＜いつも明るい気持ちでいるには＞

-事物をあるがままに見る

宇宙的真理にはどれにもその人間的な物がつきものである。真の幸福に対しての幸福があり、真の進歩に対して擬似的な進歩があり、正しい考え方に対して間違った考え方がある。爽快さはよい状態でもあり必要なことでもあるから、われわれは真の爽快さと物の爽快さとを識別したいと思う。

贋の爽快さは幻想の根から咲く。たぶんあなたは、その外面的な挙動がいかにもあなたをよい気分にさせる誰かに会うだろう。あなたはとの人はわたしを助けてくれると思う。だが親しくつき合ってみると、彼が弱い人でありあなたへ敵意をもった人間だと分る。あなたが彼に対するとき感じていた狭さは、あなた自身の誤解にもとづいていたのだと悟る。

だが真の腸気さというものはある。われわれが事物をそのあるがままに見るとき、ごく自然に、なんの骨折りもなしに、陽気な気分があらわれる。それはリアリティという岩盤に根差しているから、外部世界の流砂に関係なくいつまでもそこに在る。

真の教師は陽気で爽快な特性をもっている。山頂に立ったとき、爽快さを味わわずにいられる人があろうか！シュリ・オーロビンド（デルがつ時いたエ〇）はそうした明るい教師だった。イギリスのケンブリッジ大学を卒業後、インドへ戻り、政界で活動した。しかし遂に大学教育も政治権力も精神の円満な統一を培わないと悟り、彼は神秘思想のへと転回して、宇宙的な秘宝を認識するにいたった。

今日、シェリ・オーロビンドの著作は、その人間的世界と宇宙的世界への深い洞察のゆえに、世界的に高く評価されている。オーロビンドは、実際的な指導に爽快な激励を結びつけて真理を説いた。ととにいくつかのいかにも快い彼のアイディアをあなたに紹介しようー

内的世界の真の生へたえず菌をむけ、そとに帰れば必ずやトータルな勝利を得るであろう。

あなたはあらゆる瞬間に新しく創られる。

あなた自身の霊的な啓蒙のために道を選ぶとき、人生は気楽なものとなる。

それが何であるかを観るとき、あなたは真の魔術をおとなっているのである。

思考と発言で間違ってもけっして自分自身を叱るには及ばない。

よりよいなにものかに漠然とでも気づいたら、陽気にこれに随いてゆけ。

私の径を辛抱づよく歩めば、必要な智慧と力と機会とが顕われてくる。

柔い陶土から花瓶を創り、その形が気に入らないときは、そのままにしておくことはない。花瓶にはあなたがその形を変えるのを阻止する力はない。あなたが主人だからだ。いまの形状は、あなたがそれをどう処分するかには関係がない。あなたの現在は固定されたものではない。未来はあなたの掌中にある。あなたはあらゆるものを、あなたの欲するものへ造りなおす力をもっている。

主導権はあなたのものだ。あなた自身の為めになる選択をせよ。真実だと告げられてきた伝統と習慣の囚人にとどまってはならない。あなたの真実でないものを、真実と認めることなかれ。全宇宙があなたの味方であるととを思え。二十四時間のなかでわずか一秒の何分の一かでさえあなたが目覚めたとすれば、それはなにか歎すべきことを為したのだ。絶えず主導権をとっていけば、この数分の一秒は完全な一秒となり、一分となり、一時間、一日となり、ついには永遠な独立となる。

Revision #3
Created 17 October 2024 08:18:04 by ゆう
Updated 27 October 2024 05:49:59 by ゆう


